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研究成果の概要（和文）：本研究は、インドネシア・スマトラ島南部ランプン州スカンプン川集水域におけるコ
ーヒー・プランテーションおよび水田地帯を対象として、土地利用および営農形態の変化による生態系サービス
面への影響について分析を試みた実証的研究である。現地ヒアリング調査及び農家・消費者アンケートによる分
析の結果、上流域における環境保全型のアグロフォレストリー（混農林業）の導入によって生態的のみならず経
済的側面からも生態系サービスの価値が高まることを解明した。しかも、直接的あるいは間接的に生態系サービ
ス支払い（PES）が実施されれば、その効果はさらに増大するであろうことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study is an empirical study of smallholder coffee farmers and the 
sustainability of ecosystems in Sekampung Watersheds, Lampung Province, Sumatra, Indonesia. Based on
 a questionnaire survey to over 400 farmers, alternative land-use systems and the coffee 
agroforestry system have been analyzed. Results show that the adoption of environmentally friendly 
techniques and that of coffee eco-certification program can provide not only significant positive 
financial benefits but also desirable environmental benefits to the farmers. It is also analyzed and
 concluded that the use of payment for ecosystem services (PES) would enable to generate greater 
ecosystem services, in addition to environmental benefits to the region.

研究分野：環境経済学

キーワード： 生態系サービス　環境保全型農業　インドネシア・スマトラ島　環境修復　集水域管理システム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、発展途上国農業において食料安全保障と環境保全は両立するのか、あるいは環境保全型の農業手法
を途上国農業の現場にいかに適用しうるかについて、インドネシア・スマトラ島を事例対象として実証分析し、
生態系サービスの価値に着目して経済的および水文学的な検証を試みた。実証分析の結果、スマトラ島農村部で
は貧困に伴う食料不足や栄養失調などが顕在化しつつあり、他方では、河川の水質悪化、洪水や水不足の顕在化
など、生態系サービスの劣化が進行していることを解明した。さらに、近年増大しつつある水質汚染や洪水問題
への対応など、都市部とその近郊地域を含めた流域全体を対象とする分析の必要性についても提起した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 

 申請代表者の嘉田らは平成２６〜２８年度の科学研究費基盤(B)研究「東南アジアにおける

農林業と環境の両立にむけた生態系サービス支払いの制度設計」において、インドネシア・ス

マトラ島南部のコーヒー・プランテーションを対象として、集水域の土地利用の変化と水循環

への影響に関する実証研究を実施した。その過程においてインドネシア側研究者から、中流域

の水田地帯および下流域の都市地域において、近年しばしば洪水被害が発生し、農民らの食料

安全保障が脅かされ、大きな社会問題となっていると指摘された。その主な要因は、農地の転

用および森林の過剰伐採などの土地利用の変化にあるとされるが、同時に、適切な土地利用お

よび農業対応がなされれば、生態系が保全され地域住民に対して持続的で豊かな“自然の恵

み”がもたらされるのではないかと問題提起がなされた。 

 そこで本研究では、農地の転用など近年の土地利用の変化に着目して、農業生産の変化と食

料安全保障面のリスクとの関係性について実証的に解明しようとした。 

 

２．研究の目的 

 本研究においては、農地や森林などが果たす多面的な役割について、とくに生態系サービスに

着目して土地利用の改変や農法の転換によって、どのような経済的、生態学的、そして水文学的

な影響が生じるかについて総合的に検証しようとした。 

 つまり、本研究の重要な目的は、食料生産と生態系保全を柱とする環境保全という２つの目標

を同時に実現しうる農業のあり方を解明する点にある。これを環境経済学および水文学的に実

証研究を行い、制度設計を試みる作業は不可欠であろうと判断している。その研究成果は、農業

と環境との調和的な最適解を見出すとともに、経済発展と人口増加の著しいインドネシアなど

東南アジア諸国において持続可能な社会の実現に資するものと期待される。 

 そこで本研究においては、地元ステークホルダーとの地域社会協働を押し進め、インドネシア

政府およびランプン州政府の協力のもとで実施することとした。つまり、農業および緑資源の有

する多面的機能およびその防災・減災面での社会実装を試みるという観点からも、きわめて実際

的であるのみならず、国際的にも示唆するところが大きいと思われる。すなわち、この調査対象

地域は決して特殊な存在でないことから、国際共同研究を通じて東南アジア農業に広く新たな

農業システムを普及させる可能性を有しているものと期待している。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、インドネシア・スマトラ島南部ランプン州スカンプン川集水域におけるコーヒー・

プランテーションおよび水田地帯を対象として、土地利用および営農形態の変化による生態系

サービス面への影響について分析を試みた実証研究である。スマトラ島では、過剰な森林伐採と



プランテーションの拡大によって大量の土砂流出とともに下流域で水質汚染がひきおこされ、

中・下流域の水田地帯および都市地域において、しばしば深刻な洪水被害が発生して大きな社会

問題となってきた。 

 そこで本研究では、スマトラ島南部のコーヒー・プランテーションを対象事例として、集水域

の土地利用の変化と水循環への影響について実証研究を行った。その主な目的は、上流域の土地

利用のあり方が下流域にどんな影響を及ぼすのか、また、環境保全型のアグロフォレストリー

（混農林業）の導入によって水循環がいかに改善されるのかについて、経済学および水文学の側

面から解明することであった。 

 

４．研究成果 

 現地ヒアリング調査及び農家・消費者アンケート分析の結果、上流域における環境保全型のア

グロフォレストリー（混農林業）の導入によって生態的のみならず経済的側面からも生態系サー

ビスの価値が高まることを解明した。さらに、環境認証システムの導入あるいは生態系サービス

への支払い（PES）がなされれば、その効果はさらに増大するであろうことを検証した。 

 次表は、アジア諸国における農業分野の生態系サービスの４類型およびその適用事例につい

て整理したものである。 

 

 インドネシア・ランプン州での事例においては、現地での実証研究プロジェクトの一環として

マングローブ林の再生にむけた地域と民間企業、大学の協働が進められている。興味深いのは、

これに自治体や NPO を含めていかなる地域協働が可能であるのか、また、マングローブ林の保全

における上下流連携の可能性についても検討がなされた。インドネシアにおけるマングローブ

林保全にむけた地域連携における民間企業（ネスレ株式会社の役割が注目された）の貢献、さま
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ざまなステークホルダーの役割が地域連携に与える影響は大きいことが明らかとなった。 

 インドネシアにおいて、環境修復の作業を通して、持続可能な資源管理と生産性の回復という

２つの目標をいかに両立できるかについて検証がなされた。そのために、住民参加型かつ上流・

下流間の地域間協働による効果的な手法について検討がなされた。本事例研究の成果として、①

地域資源の発掘と有効利用の大切さ、②地域固有の伝統知の活用、③地域内での“助け合い“、

の仕組みづくり（共助）の重要性、という３つの要素が重要な要因として指摘された。 

 2019 年４月末には、インドネシア国環境省より、ランプン大学でのこの「地域住民参画によ

るマングローブ再生プロジェクト」に対して、”Magrove Hero”という全国表彰が授与された

ことを付記しておきたい。これは、マングローブ再生の重要性について国を挙げて取り組む上

で、ランプン大学による住民参画型の手法が高く評価されたものとして注目される。 
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